
本章のおもな明細書記載ポイント

その他のリハビリテーション

脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 245245・・147147×　×　
脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ） 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ） 200200・・120120×　　×　　
脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅲ） 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅲ） 100100・・6060××
廃用症候群リハビリテーション料（Ⅰ） 廃用症候群リハビリテーション料（Ⅰ） 180180・・108108×　×　
廃用症候群リハビリテーション料（Ⅱ） 廃用症候群リハビリテーション料（Ⅱ） 146146・・8888×　×　
廃用症候群リハビリテーション料（Ⅲ） 廃用症候群リハビリテーション料（Ⅲ） 7777・・4646××
　早期リハビリテーション加算 　早期リハビリテーション加算 6060・・2525×　　初期加算 ×　　初期加算 4545×　　×　　
　急性期リハビリテーション加算 　急性期リハビリテーション加算 5050×　　休日リハビリテーション加算 ×　　休日リハビリテーション加算 2525×　　×　　
障害児（者）リハビリテーション料 障害児（者）リハビリテーション料 225225・・195195・・155155××
がん患者リハビリテーション料 がん患者リハビリテーション料 205205×　　×　　

外来リハビリテーション診療料1  外来リハビリテーション診療料1  7474×　　外来リハビリテーション診療料2  ×　　外来リハビリテーション診療料2  111111×　　×　　

心身医学療法 心身医学療法 150150（＋（＋150150）・）・110110（＋（＋110110）・）・8080（＋（＋8080）×　）×　

・ 心身医学療法は，「傷病名部位」欄に心身症による当該身体的傷病
の傷病名の次に「（心身症）」と記載する．

　例：両側顎関節症（心身症）

※ 「摘要」欄記載事項については，「本章のおもな明細書記載事項・記載例
（Web 補遺資料 36 頁）」を参照のこと．



算定項目等 記載欄 明細書略号
「摘要」欄記載
（○：原則必要，

△：場合により必要）

■医学管理等

外来リハビリテーション診療料
　外来リハビリテーション診療料 1
　外来リハビリテーション診療料 2

全体
「その他」欄

■リハビリテーション

脳血管疾患等リハビリテーション料
　脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）（1 単位）
　　理�学療法士による場合／作業療法士による場合／言語聴覚士によ

る場合／歯科医師による場合
　脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ）（1 単位）
　　理�学療法士による場合／作業療法士による場合／言語聴覚士によ

る場合／歯科医師による場合
　脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅲ）（1 単位）
　　理�学療法士による場合／作業療法士による場合／言語聴覚士によ

る場合／歯科医師による場合／左記以外による場合
　　早�期リハビリテーション加算／初期加算／急性期リハビリテーシ

ョン加算／休日リハビリテーション加算

全体
「その他」欄

△

廃用症候群リハビリテーション料
　廃用症候群リハビリテーション料（Ⅰ）（1 単位）
　　理�学療法士による場合／作業療法士による場合／言語聴覚士によ

る場合／歯科医師による場合
　廃用症候群リハビリテーション料（Ⅱ）（1 単位）
　　理�学療法士による場合／作業療法士による場合／言語聴覚士によ

る場合／歯科医師による場合
　廃用症候群リハビリテーション料（Ⅲ）（1 単位）
　　理�学療法士による場合／作業療法士による場合／言語聴覚士によ

る場合／歯科医師による場合／左記以外による場合
　　早�期リハビリテーション加算／初期加算／急性期リハビリテーシ

ョン加算／休日リハビリテーション加算

△

障害児（者）リハビリテーション料（1 単位）
　6 歳未満の患者の場合
　6 歳以上 18 歳未満の患者の場合
　18 歳以上の患者の場合

△

がん患者リハビリテーション料（1 単位） △

■処 置

心身医学療法
　入院中の患者
　入院中の患者以外の患者（初診時／再診時）
　　20 歳未満の患者の加算

処置・手術
「その他」欄

○


